
特別養護老人ホーム晴山苑

千葉市花見川区花島町149-1

1　本年度特別養護老人ホーム晴山苑の基本方針

２　職員体制

　

令和８年度　事業計画

施設名

所在地

通所事業 28名 日曜日

所　　管　　事　　業

事　業　名

居宅支援事業 － 日曜日

定員 休業日

入所事業 100名 無

短期入所事業 20名 無

〇職員一人ひとりが施設経営の視点に立って創意工夫し、利用率の向上、業務の効率化、経費の削減等に取り

　組み経営基盤を強化する。

〇資格取得や研修等への積極的参加等により職員の資質向上を図り、質の高い介護サービスを提供するとともに、

　とともに、虐待等の不適切ケアの防止に努める。

○利用者の満足感・安心感・信頼感が得られるよう、各種イベントの開催、外出等レクリエーション、ボラン

　ティアの受入れ等を積極的行い、生活の質の向上を図る。

〇積極的に地域交流を展開し、地域における福祉拠点としての存在感を高める。

事　業　所 職　　　　　種 常　　　　　勤 非　　常　　勤

管　理　者 施設長 1名

介護支援専門員 1名

介護職員 36名 9名（派遣2名）

副施設長 1名

特別養護老人ホーム

（短期入所事業含む）

事務次長 1名

生活相談員 3名

事務職員 2名

看護職員 5名 3名（派遣1名）

理学療法士 2名

運転手・他 2名

洗濯場職員 2名

管理栄養士 2名

介護補助員 5名

通所介護事業所

運転手・他

居宅介護支援事業所

管理者（主任ケアマネ） 1名

副管理者（主任ケアマネ） 1名

ケアマネージャー 5名

看護職員 2名(兼務) 1名

介護職員 4名 3名

管理者 1名(兼務)

1名

生活相談員 1名

合　　計 69名 23名

柔道整復師

ケアワーカー長 1名



３-１　事業名

入所事業　/　短期入所事業

　【令和8年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

リビングエアコン入替工事 令和8年度中 5,000

換気扇点検及び交換工事（3か年計画） 令和8年度中 1,000

◆目標利用率

令和8年度事業計画

定員 100名 / 20 名

〇利用者が健康的に安心した生活を送ることができるよう、各部署の連携を強化し支援する。

〇満足度調査の調査結果をもとに、利用者ニーズに合わせた介護サービスを提供する。

〇経営の持続性を高めるため、稼働率の向上を図るとともに、新規加算の取得などを目指します。また、業務の改

善と効率化を図り経費削減に努める。

〇良質な介護サービスを提供できるよう専門職の確保を図るほか、各種研修に参加し資質向上を目指し、併せて

　不適切なケアの防止に努める。

96.50%

短期入所 96.22% 98.26% 94.80% 96.00%

令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度見込 令和8年度目標

エアコン内部洗浄（3か年計画） 令和8年度中 1,000

◆財務基盤強化への取組

稼働率の向上

　①入退所に伴う空床期間の削減　②入院者数の減少　③空床を利用した短期入所の追加受入れ　④ホームページや

　　SNS等を活用した施設の魅力アピール　⑤利用者獲得に繋がる関係機関へのPR継続

経費の削減

　①水道光熱費削減　②業務内容の精査と効率化による人件費(超過勤務等)の削減

整備内容 整備時期 金額（千円）

厨房排気システム交換 令和8年度中 2,000

◆利用者支援サービスの充実

〇利用者個々のニーズを把握し、個別ケアの更なる実践に努める。

〇外出企画や各フロアでのアクティビティの充実を図るほか、歩行や体操を日々の生活に取り入れ、体力の増進

　を図る。また、各種ボランティアの受入れを推進し、利用者満足度の向上を図る。

〇利用者の身体機能の問題点・改善点を把握し、身体機能の維持・向上を図る。

◆コンプライアンス計画

〇晴山会コンプライアンスマニュアルに則り、基本姿勢、基本原則を遵守し、介護保険法令や労働基準法令に基づき

適切な施設運営を図るため、日々の業務を通じて確認を行う。

〇研修等を通じて各法令等について習熟し、法令遵守の徹底を図る。

◆人材育成と職場環境の整備

〇職員の心理的安全性（共生）を確保する事で、長期にわたり働くことが出来る職場環境の整備を進める。

○職員の力量向上を図る為、介護福祉士取得に向けた介護職員初任者研修や実務者研修の受講を支援する。ま

　た、認知症介護、力量向上、喀痰吸引等に係る各種外部研修の参加や苑内研修の開催に注力する。

○新人職員の育成や中堅からベテラン職員のリカレント教育を行う為、新人教育委員会を改め人材育成委員会に

　変更し教育体制を強化する。

○生産性の向上を図るために、生産性向上委員会（仮称）を立ち上げ、ICTの導入や各フロアの業務を統合し、

　業務の効率化を図る。

入所 96.04% 93.78% 95.00%



３－２　事業名

通所介護事業

　【令和8年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

令和８年度の実施計画はありません。

令和8年度事業計画

定員 28名

◆利用者支援サービスの充実

通所介護 72.40% 60.40% 69.40% 89.30%

○改装工事が完了した施設環境のもと、ご利用者の幅広いニーズに応じたサポートを行えるよう安心、安全な環境を

整える。

〇地域の介護支援専門員に施設の魅力をアピールするとともに、ホームページやＳＮＳを活用した魅力発信を積極的

に行い、新規利用者の獲得及び利用日数の増加を進める。

〇利用者満足度の向上を図るため、個別ニーズに合わせたサービスの提供を進める。

○専門的かつ魅力的なサービスを提供できるよう、職員の資質向上に繋がる教育を積極的に行うとともに、不適切な

ケアの防止に努める。また、加算算定に繋がる資格取得及び研修の受講も推進し、より多くの加算を取得する。

◆目標利用率

令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度見込

〇アクティビティや入浴支援、機能訓練などサービス向上につながる各種研修への受講支援を行う。

○加算算定に繋がる資格取得や研修への受講を進める。

○経営や営業に関する知識の習得を進める。

◆財務基盤強化への取組

〇利用率の向上(新規利用者の獲得等)

　①地域の介護支援専門員との連携強化　②SNS等を活用した魅力あるサービス情報の配信　③振替利用の促進

　④介護度の高いご利用者を受入れられる体制の強化

〇経費の削減

　①水道光熱費削減　②職員間での業務分担見直しおよび業務効率化による超過勤務手当の削減。

   ③自動車保険料削減に向けた安全運転の実施と無事故の達成。

令和8年度目標

〇利用者が楽しく満足していただけるサービスの向上に努める。

〇既存のアクティビティを継続的に実施するほか、利用者ニーズに基づいた新規アクティビティを計画し実現する。

〇在宅での自立した生活を維持できるよう個別および集団リハビリに力を入れ、一人一人の機能訓練の維持向上を

　目指す。

〇苑庭を利用した園芸や収穫体験、収穫物の調理と喫食など、季節を通じて体験できるアクティビティを実施する。

○ボランティアのスキルを積極的に活用するとともに、集団と個別のアクティビティを実施していく。

◆コンプライアンス計画

〇晴山会コンプライアンスマニュアルに則り、基本姿勢、基本原則を遵守し、介護保険法令や労働基準法令に

　基づき適切な施設運営を図るため、日々の業務を通じて確認を行う。

〇研修等を通じて各法令等について習熟し、法令遵守の徹底を図る。

◆人材育成と職場環境の整備



３－３　事業名

居宅支援事業

　【令和8年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

令和８年度の実施計画はありません。

令和8年度事業計画

定員 なし

100%

従業員数が7名に変更となる中、新体制を構築し下記取組目標の達成を目指す。

①ご利用者の自立支援に資するケアマネジメントの実践に向け、モニタリングの充実とインフォーマルサービスも含め

たケアプラン作成を徹底する。

②特定事業所加算Ⅱの算定要件を遵守し、中重度者や支援困難事例への対応体制を維持する。

③虐待防止措置及びBCP（業務継続計画）の運用を定着させ、法令遵守と危機管理体制を強化する。

④適正な業務管理により、安定した経営を継続するために必要な取り扱い件数を確保し、強固な財務基盤の確立を

　図る。

◆目標担当件数達成率

令和5年度実績 令和6年度実績 令和7年度見込 令和8年度目標

目標達成率 98.99% 103.5% 103.7%

①より良いアセスメントの手法を常に模索し、インフォーマルサービスを含めた総合的な生活支援を図る。

②無記名で回答しやすい利用者満足度調査を実施し、分析結果をもとに接遇や説明責任などの遂行状況を点検する

　ことで、サービスの質の向上に努める。

③地域包括支援センターや医療機関との連携を強化し、独居高齢者や支援困難事例の受け入れを積極的に行う。

④地域との交流・地域行事への参加など、地域への事業所の存在感を高める活動を行うとともに、セーフティネッ

　ト機能の強化を図る。

⑤高齢者虐待防止の推進に留意する。

◆利用者支援サービスの充実

実績件数 3,919件 3,751件 3,760件 3,360件

※職員1名減

〇安定的経営を継続するために、特定事業所加算Ⅱの継続算定に向けた体制整備を徹底する。

①定例会議の開催及び記録の整備

②他法人と年１回の共同事例検討会の開催

③地域包括支援センター等からの支援困難事例の積極的な受託や、地域ケア会議への協力を実施。

④介護支援専門員実務研修への協力

〇各種加算（初回加算・入院時連携加算・退院退所加算・通院時連携加算等）について適正かつ漏れのない算定を強化

していく

◆財務基盤強化への取組

◆コンプライアンス計画

〇晴山会コンプライアンスマニュアルに則り、基本姿勢、基本原則を遵守し、介護保険法令や労働基準法令に基づき適

切な施設運営を図るため、日々の業務を通じて確認を行う。

〇研修等を通じて各法令等について習熟し、法令遵守の徹底を図る。

◆人材育成と職場環境の整備

①ケアマネジメントの質の向上を図るため、定期的な事業所内検討会を及び外部研修への参加を計画的に実施す

　る。

②多職種との連携場面において、書面等を用いた質の高い情報共有が実践できるよう、職員個々の連携スキルの

　底上げを行うための、事業所内研修や事例検討会を実施する。

③定期的な面談等を通じ、職員の業務負担や健康状態を把握し、持続可能な職場環境の整備に努める。


